
平成24年９月橋本市議会定例会会議録（第５号）その３ 

平成24年９月13日（木） 

                                          

                                        

 日程第３ 認定第１号 平成23年度橋本市

一般会計決算の認定について 

 次に、86ページ、建設課でございます。④

道路維持費除草委託の表のうち、番号２、財

源内訳の欄、一般財源、二重下線を引いてお

ります部分、84万円を82万4,250円と訂正をお

願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）日程第３ 認定第１号 

平成23年度橋本市一般会計決算の認定につい

て を議題といたします。 

 この際、当局から発言の申し出があります

ので、これを許します。 

 時間の関係上、以下につきましては同様に

用紙の４枚目まで、ただ今ご説明申し上げま

した分も含め、商工観光課１箇所、建設課７

箇所、都市計画課１箇所、消防本部１箇所、

学校教育課１箇所、下水道課６箇所、６課17

箇所、それぞれ正誤表の二重下線の部分、誤、

誤りの部分を正に訂正いただけますようお願

い申し上げます。 

 建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）おはようございま

す。 

 本会議に提出させていただいております主

要施策成果報告につきましての訂正のお願い

とおわびを申し上げます。 

 議会へ提出させていただく際には、各部各

課においてチェックの上で最終的に製本し、

提出させていただいておりますが、それにも

かかわりませず６課において17箇所の誤りが

ございました。誠に申しわけございません。 

 原因につきましては、チェックが甘かった

というほか、言いわけのしようもございませ

ん。重ねておわび申し上げます。今後は、チ

ェックの仕方等を含め再検証し、間違いの防

止に努めますので、よろしくお願いいたしま

す。  訂正をお願いする箇所が各部にまたがって

おりますことから、２課８箇所と訂正をお願

いする箇所が最も多い建設部のほうから、一

括して説明させていただきます。 

○議長（井上勝彦君）ご了承願います。 

 これより、便宜、事項別明細書により、歳

出から款別に質疑を行います。 

 お手元にお配りさせていただいております

正誤表により、説明申し上げます。表は左か

ら、訂正箇所、次に正、次に誤と記載させて

いただいており、用紙は４枚にわたっており

ます。 

 決算書の86ページをお開きください。 

 まず、１款議会費、86ページから89ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、２款総務費、88ページから143ページまで、

質疑ありませんか。 

 まず、１枚目でございます。主要施策成果

報告の82ページ、商工観光課でございますが、

④観光振興事業、歳出（１）、駅前広域観光案

内所の借上げ料として45万2,740円を支出し

た。となっておりますが、二重下線を引いて

おります部分、45万2,740円を56万3,880円と

訂正をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、３款民生費、４款衛生費、144ページから

213ページまで、質疑ありませんか。 

 12番 清水君。 
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○12番（清水信弘君）205ページの上のほうな

んですけども、03特殊勤務手当というのがあ

りますけど、特殊勤務というのはどういうも

のか、ちょっとお教え願えますか。いつも出

てると思うんですけれども、今回はじめての

質問です。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、８款土木費、９款消防費、252ページから

295ページまで、質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）281ページの工事請負費

ということで、市営住宅棟集約改修工事費と

いうことで1,040万1,300円が支出をされてい

ます。私、何度かご質問しているんですけれ

ども、これは、真土住宅で空き家が多いとい

うことで、棟の集約をしていくということで、

南側から何列かの入居者を、修繕をした箇所

に転居してもらうということで、ストック総

合計画で進められているんですが、お尋ねし

たいことは、これ、たしか２戸分かと思うん

ですが、最初に３戸分を改修されたと思うん

です。要するに、どなたも転居してくれない

という状況の中で、さらにこれ、２戸分を改

修をしたと。結局、５戸分が真っさらになっ

たんだが、二つほど問題があって、一つは家

賃が上がるということですよね。従来の家賃

よりも。全面改修したということで。それか

ら、もう一つは、現在住んでいる、要するに

狭いといいますか、ここらがあると思うんで

すが、３戸改修して、全く転居してもらえな

いのに、また引き続き、この２戸改修したと

いうあたり、もう少し判断が要るんではない

かということと、何度か質問したこともあっ

たのか、柔軟な対応も考えておるんだという

最近の答弁があったんですけれども、その柔

軟な対応の中身について、この２点、伺いま

す。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）お答えします。こ

れは環境美化センターの作業員に支給する特

殊勤務手当でございます。 

○議長（井上勝彦君）12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）具体的にどういうもの

ですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）危険手当というこ

とで支給させていただいております。 

（「答弁もれです」と呼ぶ者あり） 

○議長（井上勝彦君）答弁もれですか。 

 12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）あまり具体的になって

ないと思うんですけど。 

○議長（井上勝彦君）答弁もれ。企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）具体的と申します

と、金額等という解釈でよろしいですか。作

業員ということで、やはり、美化センターで

の収集業務におきまして特殊な車でもござい

ます。ピットに乗る場合、そして、あと収集・

運搬ということでございますので、常に危険

が伴うということでございますので、ご理解

いただきたいと思います。 

○12番（清水信弘君）はい。理解いたしまし

た。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 ○議長（井上勝彦君）建設部長。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○建設部長（松浦広之君）今回、23年度決算

で２戸報告させていただきまして、合計、真

土住宅で５戸の改修が完了しております。い

わゆる移転交渉という話になるんです。棟の

集約というところで、この５戸のほうへ移っ

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、５款労働費、６款農林水産業費、７款商

工費、212ページから253ページまで、質疑あ

りませんか。 
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ていただきたいということで交渉しているん

ですけども、個人情報的なことも若干入りま

すので、細かい説明は避けさせていただきま

すが、遅々として集約のほうが進まないとい

う状況にございます。 

 そういったところで、新しく５戸つくって、

だれも入らずに遊ばしとこうかというような

ことを前年度の決算委員会、あるいは本年度

の予算委員会等でもご指摘いただいておりま

す。担当課のほうでも、今のような形での棟

の集約を進めておる限り、現実的になかなか

進まないというところで、少し方法を変えて

いこうというところで、今回の９月議会の経

済建設委員会において、委員長にもお頼みし

て、その方法論について変更しますというこ

とで報告させていただく予定でございます。 

 その方法論、先走って言うことになるかも

わかりませんけども、少し視野を広げて、ス

トック活用計画を進める中で、全市的に集約

が進めばいいんではなかろうかというところ

で、真土住宅に限らず全市的に36団地の集約

を進めていこうというふうに、少し視野を変

えて、そういった方向で、この５戸を有効利

用していくという方向で、現在検討し、議会

に報告させていただいた後には、そういった

方向で住民等へも周知をしながら慎重に進め

てまいりたいと思いますので、どうぞご理解

のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）答弁もれなんですが、

最初に３戸改修して、見通しないという状況

なのに、さらにこれ、1,000万円を投入してい

るというあたりがね。合計約3,000万円も投入

しているわけですよね。だから、その辺でし

っかりとした判断が要るんと違うんかなと。

市民の税金ですので、これだけの巨費が投じ

られるというあたりがちょっと理解しにくい

んですが。その点、どんな議論があって進ん

できているのか、再度、伺います。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）答弁もれに対して

お答えさせていただきます。まず３戸建てま

して、その見通しのない中で、さらに２戸と

いうご指摘でございます。３戸建てた段階で

は、建てながら一方で地元説明会等を開きな

がら、いろいろ交渉させていただいておりま

した。そうした交渉の中で、３戸が全部埋ま

ってからというんではなくて、全体927戸の住

宅を最終的に555戸に集約していこうという

流れの中で、やはり５戸程度は初期投資とし

て要るんではないかという判断のもとに、５

戸まではさせていただきました。 

 それから、今回、きめ細かな交付金事業と

いうことで、比較的本市にとって有利な条件

がございましたので、５戸まではともかくと

いうところでさせていただきました。ただし、

これ以上は、やはり見通しのない中で投資す

るわけにもいきませんので、今回、５戸建て

た時点で、いろいろ関係の方ともお話しする

中で、ちょっと見通しが立たない状況でござ

いますので、先ほど申しましたような形で、

少し方法論を変えながら有効利用を図りたい

という経過でございます。 

○議長（井上勝彦君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）非常に、一戸一戸回っ

て、苦労されてるとかということも聞いてお

るんですが、いかにも無駄遣いと言ったら語

弊ありますけれども、なっているように思い

ます。 

 僕も３年間ほどボランティア修繕で行かせ

てもらっていた中で、そんなんあいてるんや

ったら、皆さん高齢化していることもありま

すしね、入居者が。新しく募集してもらえや

んのかという、そういう強い声もあるわけで

す。恐らくこれ、目的外使用ということを答

弁されると思うんですが、募集をかければ、
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新しい入居者を、瞬時に入居者が決まるとい

うふうに考えるんですけれども、これはやは

り、どうしても目的外使用なんでしょうか。

既に先ほどいただいた答弁では、細かいこと

を言えば目的外使用とまでは、ストック総合

計画ということではセーフなのかわかりませ

んが、かなり柔軟な対応をされるようですの

で、その点、伺いたいのと、もう一つ、とに

かく早く、来年度からは入居者をきちっと確

保していくということでお願いをしたいんで

す。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）ストック活用計画

につきましては、そういう計画を立てて現在

進めているところでございます。交付金に関

しましては、いろいろ研究しながら慎重に進

めておりましたんですけども、ストック活用

計画を進める中では、そういった形での目的

外使用ということにはならんというふうな判

断をしております。 

 ただ、全くの新規入居ということになりま

すと、これはこれで交付金の使途等について

も研究せないかんのですけども、まずは、や

はりストック活用計画を進めるということを

第一義に置きまして進めたい。その延長線上

に、それでも、建物というのは人が住まない

と、年数がたてばたつほどやはり古くなって

まいりますので、有効利用という観点から次

の段階をどうするかということは、将来の課

題としては十分認識しておりますので、どう

ぞご理解よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 １番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）今の話なんですけど、

これ、全市的に募集せないかんと。それで詰

めていこう、入ってもらうということ、前々

から言ってたのに、まだ決まってないという

話でね。それは、私、一般質問でもさせても

らったけども、水道、水が漏えいしておって、

それで漏水、何カ月も修理しないと。何を言

いたいかといいますと、人のお金やから気楽

に使うという話を私はしているんですよ。自

分の財産であれば敏速に対応しますやろう。

指摘されてから、わかってから何カ月も後で

修理したと。それと同じ態度で、今これ、や

ってるんですか。見通し立たんようなことに、

自分の金だったら使いますか。1,000万円も。

それでまだ、全市的に９月どうのこうのとい

う話でね。もうちょっと職員はびしっと、市

の財政困窮しているというんであれば、それ

なりの背筋を伸ばして取り組まなあかんの違

いますか。どういうお考えか聞かせてくださ

い。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）真土住宅で棟の集

約を進めるために、最終的に５戸の改修を行

いました。その経過の中で、いろいろ居住者

の方とお話を進めておりますので、やはり、

その経過の中にございますので、交渉事でご

ざいますので、そう急に全市的にというハン

ドルが切れないというところで、いろいろ詰

めて詰めていきながら、ぼちぼち、やはり方

針を、方法論を変えなければならないという

ところで少し時間がかかってしまったという

ことになっております。 

 松浦議員おただしのように、自分のお金で

あれば、我が身であればもっと判断も早いで

あろう、もっと真剣に腰を入れて語るであろ

うというご指摘に関しては、全くそのとおり

で、職員一同そういう気持ちで、少なくとも

今後はやっていかなければならないというこ

とで、判断にしましても何にしましても、我

が身としてとらえてみてどういう判断をする

か、どういうスピード感でやるかというのは、

肝に銘じて今後は進めてまいりたいと思いま

す。 
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 ただ、今回のこの件につきましては、交渉

の経過もありますので、最終的に方針を変え

るのに少し時間がかかったということで、ご

理解いただきたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、10款教育費、294ページから365ページま

で、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、11款災害復旧費、12款公債費、13款諸支

出金、14款予備費、366ページから371ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。20ページをお

開きください。１款市税、２款地方譲与税、

３款利子割交付金、４款配当割交付金、５款

株式等譲渡所得割交付金、20ページから25ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、６款地方消費税交付金、７款ゴルフ場利

用税交付金、８款自動車取得税交付金、９款

地方特例交付金、10款地方交付税、11款交通

安全対策特別交付金、24ページから25ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、12款分担金及び負担金、13款使用料及び

手数料、14款国庫支出金、15款県支出金、16

款財産収入、17款寄附金、24ページから61ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、18款繰入金、19款繰越金、20款諸収入、

21款市債、60ページから83ページまで、質疑

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、一般会計決算書全般について行

います。質疑ありませんか。 

 12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）197ページの一番上、合

併処理浄化槽に要する経費なんですけども、

負担金、こちらが、浄化槽を設置する方に対

して補助してやる金額だと思うんですけれど

も、これは、下水道が設置される区域につい

て、何軒ぐらいあるのかお教え願えますか。 

○議長（井上勝彦君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）要綱で、下水道の

認可区域については対象外になっております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）そしたら、全部自己負

担で建てたお宅は、新築のお宅は何軒ぐらい

あるか。新築でなくてもいるわけですよね。

つくられた方があると思いますけども、その

軒数はわかりますか。それに対して、下水道

がついたら、またそれをつぶさなならんと思

うんですけども、それに対する当局のお答え

は、感じは、どういうふうに持たれてるんか、

ちょっと教えていただきたいんですけど。 

○議長（井上勝彦君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）軒数については全

く把握はしておりません。 

 以上でございます。 

○12番（清水信弘君）もう一個、ほんでも、

ないことはないんですよね。 

○議長（井上勝彦君）上下水道部長。 

○上下水道部長（野上義己君）下水道事業認

可区域内に入っておらない箇所への浄化槽の

補助という形で、今、制度上はなってござい
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まして、認可区域内の下水道整備事業が、現

状、進捗状況というか整備状況が遅れておる

と言うたらなんですけど、まだ整備されてな

いところ、こういったところの箇所のおうち

が新築、改築する場合に、当然、合併浄化槽

を設置するという形になるかと思います。こ

れは下水道整備事業との絡みですけども、当

然、下水道が整備された段階では、接続する

にあたって、もともとつけていただいた合併

浄化槽が、廃止と言ったらあれですけども、

取り壊しをしてもらわんといかんと。こうい

うような状況にございます。議員おっしゃる

とおりでございますので、できるだけ整備を

進めていきたいと、下水道サイドからすれば

そういうふうに思っております。 

 以上、８人を指名いたします。 

                     

 日程第４ 認定第２号 平成23年度橋本市

国民健康保険特別会計決算の認定について 

から、日程第15 認定第13号 平成23年度

橋本市後期高齢者医療特別会計決算の認定

について までの12件 

○議長（井上勝彦君）日程第４ 認定第２号 

平成23年度橋本市国民健康保険特別会計決算

の認定について から、日程第15 認定第13

号 平成23年度橋本市後期高齢者医療特別会

計決算の認定について までの12件を一括議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 まず、認定第２号 平成23年度橋本市国民

健康保険特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 お諮りいたします。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ただ今議題となっております認定第１号に

ついては、８人の委員をもって構成する平成

23年度決算審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、審査することにいたしたいと思い

ます。 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第３号 平成23年度橋本市簡易水道

事業特別会計決算の認定について 質疑を行

います。 

 全般について行います。 

 これにご異議ありませんか。  質疑ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第４号 平成23年度橋本市国民宿舎

特別会計決算の認定について 質疑を行いま

す。 

 よって、認定第１号については、８人の委

員をもって構成する平成23年度決算審査特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査する

ことに決しました。  全般について行います。 

 平成23年度決算審査特別委員会委員の選任

については、委員会条例第８条第１項の規定

により、議長より指名いたします。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第５号 平成23年度橋本市住宅新築

資金等貸付事業特別会計決算の認定について

質疑を行います。 

 ２番 阪本君。４番 楠本君。９番 上田

君。10番 妙中君。15番 田中君。16番 堀

内君。17番 松本君。20番 樽井君。 
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 全般について行います。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第11号 平成23年度橋本市介護保険

特別会計決算の認定について 質疑を行いま

す。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第６号 平成23年度橋本市公共下水

道事業特別会計決算の認定について 質疑を

行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 全般について行います。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第12号 平成23年度橋本市指定訪問

看護事業特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第７号 平成23年度橋本市駐車場事

業特別会計決算の認定について 質疑を行い

ます。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 全般について行います。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第13号 平成23年度橋本市後期高齢

者医療特別会計決算の認定について 質疑を

行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第８号 平成23年度橋本市墓園事業

特別会計決算の認定について 質疑を行いま

す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 全般について行います。 ○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  お諮りいたします。 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第９号 平成23年度橋本市農業集落

排水事業特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

 ただ今議題となっております認定第２号か

ら認定第13号までの12件については、平成23

年度決算審査特別委員会に付託いたしたいと

思います。 

 全般について行います。  これにご異議ありませんか。 

 質疑ありませんか。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第10号 平成23年度橋本市土地区画

整理事業特別会計決算の認定について 質疑

を行います。 

 よって、認定第２号から認定第13号までの

12件については、平成23年度決算審査特別委

員会に付託し、審査することに決しました。 

                     

 全般について行います。  日程第16 認定第14号 平成23年度橋本市

水道事業会計決算の認定について と、日

程第17 認定第15号 平成23年度橋本市病

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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院事業会計決算の認定について の２件 

○議長（井上勝彦君）日程第16 認定第14号 

平成23年度橋本市水道事業会計決算の認定に

ついて と、日程第17 認定第15号 平成23

年度橋本市病院事業会計決算の認定について 

の２件を一括議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 まず、認定第14号 平成23年度橋本市水道

事業会計決算の認定について 質疑を行いま

す。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）お伺いします。15ペー

ジの流動資産の左上なんですが、中の（６）

で、他会計貸付金というのが７億5,000万円と

いうふうに記されているわけですが、これ、

ここ何年かでも最高の金額になっているんで

すけれども、どこにいくら貸し付けているの

か、詳細を伺います。 

○議長（井上勝彦君）上下水道部長。 

○上下水道部長（野上義己君）貸付先につき

ましては、橋本市民病院へ７億5,000万円でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）全部市民病院。それで、

一方では現金が21億円でしたか。ごめんなさ

い、23億円と載っています。今のページの流

動資産の（１）で、現金預金23億6,600云々。

すごいお金あるんだが、いや、僕が問題にし

たいのは、市民病院に貸し付けるって、お金

余っておるって、何を言いたいかというたら、

非常に橋本市の水道料金というのは、いつも

言ってるんで皆さんも耳にたこができると思

うんですが、あえて申し上げれば、和歌山県

下一高いんですよ。基本料金で言えば。市民

が営々とこれ、負担をして、まあ言えば、で

きたお金ですわな。それを市民病院に７億

5,000万円も貸し付けるって、何を言いたいか

というたら、１億円では無理か、基本料金を

100円とか下げれると思うんですよ。こんな７

億5,000万円もあったら、300円とか下げれま

すよ。 

 こういう使い方というのは、まあ、病院の

管理者は耳痛いかわからんけどやで。これ、

病院に貸したのは利子いいって。こんなこと

ではちょっと済まされないと思うんですが、

水道事業の懇話会ですか、立ち上げていただ

くということなので、そこでも大いに議論し

てほしいんですけれども、こんなん30年間に

もわたって、市民が非常に高額な水道料金の

負担があるということなので、これはちょっ

と納得しがたいんですが。 

○議長（井上勝彦君）上下水道部長。 

○上下水道部長（野上義己君）さきの一般質

問でも、このあたりのところもお話というか、

ご答弁させてもらった、ふれさせてもらった

ところでございます。決して余裕があってと

いうんじゃないんですけど、地方公営企業の、

これは施行令に基づきまして、そういった資

金の運用については、施行令に「最も確実か

つ有利な方法によって保管しなければならな

い」というような明記がございまして、そう

いった中では、当然、余剰金というんじゃな

しに、今後の投資的な経費としては持ってお

るわけですけれども、ただ、その中では今申

しましたように、最も確実かつ有利な方法で

保管しておるというようなところで、ご理解

をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）先日の一般質問の答弁

でもありましたように、水道事業そのものは、

もうけらず赤字を出さずというのが原則でご

ざいます。そういう中で、現金が21億円持っ
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ているということでございますけれども、こ

れは、もっと投資しなければならない部分に

ついて投資ができていない。いわゆる減価償

却分は財産の保全のために投資していくとい

うか、財産保全のために使っていくというの

が原則でございます。それが現金になって後

押ししてないから残っているというような状

態で、それを経営収支のほうに入れ込むこと

ができないという状況がございます。 

 ただ、答弁で申しましたように、26年から

公営企業法の改正がございまして、フル償却

の部分がございますので、ダムの補助金の分

だけが３条の収入に当て込めますので、償却

した分が収入ということで、まだ戻し入れが

できますので、そういうことになりましたら、

累積赤字も減りますし、今後、その21億円に

ついても、例えば、電気関係でしたら、でき

たときから20年間そのまま使っているという

ような状況がございます。本来でしたら10年

ぐらいで更新していかなければならない部分

ができていないということがございますので、

そういうところも使っていきながら、フル償

却の部分を見直していくということで、累積

赤字もなくしていく、それから原価も下がっ

ていくということで、料金の見直しもできて

いくんじゃないかというふうに考えてござい

ます。 

 ただ、現金をそっくりその３条の経営収支

の中へ当て込んで、それで料金を下げるとい

うことはできません。ただ、起債を借りるの

が現金で当て込めますので、起債の元金償還、

元利償還のうちの利息分が３条で当て込めま

すので、起債を借りなければ経営が良くなっ

ているということで、後から、そういうこと

で現金を投資することになって効いてくると

いうような状態の経営になってございます。 

 ということと、フル償却の見直しというこ

とで、３条の経営収支のほうに現金が振り込

めるということがございますので、その残っ

ている部分、資金運用についてはその自由度

があるんですけども、貸しているということ

になってたら、それだけ余ってるんじゃない

かということでございますけれども、その部

分については、きちっと財産の更新ができて

いないという部分がございますので、それに

も当て込んでいきたいし、一般質問の答弁で

もございましたように、料金についても見直

しをやっていくと。きちんとした原価計算を

やって、見直しをやっていくということは、

それは懇話会と含めてやっていくという考え

方でございますので、ご理解のほど、よろし

くお願いしたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）ご理解をと言われても、

こういう水道会計で使い方をしているという

のが、どう説明聞いても納得できません。市

民病院の側ではいいんかわからんけど、５億

円と僕は認識していて、この決算表を見てび

っくりしたんですよ。２億5,000万円も増えて

いるから。5,000万円も。早急に、市民が納得

できる、そういう水道会計にしていっていた

だきたい。懇話会等も近く立ち上がるという

ことですので、大いに議論していただいて、

最もいい方向に進めていただきたいというふ

うに思います。 

 ただ、病院に貸すというあたりが、私はど

うしても納得いきません。ぜひ改めていただ

きたいというふうに思います。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）この現金につきまして

も、最近急激に増えているという状態でござ

います。以前につきましては、赤字経営とい

うことで、累積赤字が増大していくような状

態でしたんでございますけども、一番大きな

のが、やっぱり起債の償還、要するに政府系

の起債の償還につきましても償還できるとい
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う制度ができまして、そのときにかなり高利

で、７％とか６％で借っている分について償

還したので、その償還利息の分が経営のほう

にはね返ってこないということがかなり多く

ございました。そういうことで、収益で収支

の収入の部分が、支出が少なくなったという

んですか、利息の支出が少なくなったのがか

なり効いてございます。 

 そういうことで、合併して３年、合併して

からの経営がずんずん、ずんずん良くなって

きた。それと同時に、政府系の起債も償還で

きるようになったということがございました

ので、そこが効いてございます。ということ

で、本来でしたら運転資金だけを残している

ような状態でしたんですけども、大きくなっ

たというのがそういうことでございます。そ

ういうことがありますので、経営が健全化に

向かってきたということで、料金も改定する

時期に来ている。累積赤字も解消できるよう

なめども立ってきているということで、早急

に懇話会を立ち上げて、そういうことを議論

していくという状況でございますので、ご理

解願いたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）17ページの事業の報告

書の部分で、ちょっとお尋ねしたいんですけ

れども、本年度の使用水量の減少のために有

収水量が減っておる。１％強ほど減っておる

わけですけども、この有収水量の推移、過去

の橋本市の時代から、合併してますのでやや

こしいんですけども、合併してからでもいい

んですけども、この水量の推移はどういうふ

うにきているのか。昨年度と比べると１％減

ってますけども、ここ数年、どんな推移をし

ているのかということと、もう一点は、そこ

の中で、施設利用率が４割を切っているわけ

ですよね。これはもう皆さんご存じ、大変低

いわけですけども、この施設利用率が低いと

いうことが収益等に大きく影響してきている

わけで、この低い利用率を、今後どのように

して高めていくというふうに今お考えなのか、

ちょっと教えてもらえますか。 

○議長（井上勝彦君）上下水道部長。 

○上下水道部長（野上義己君）有収水量に関

しましては、平成21年度については、20年度

に比べまして５万1,986ｔ、㎥ですね、減って

ございます。その次に22年度、21年度対比と

いたしまして１万2,307ｔ、㎥が減ってござい

ます。それで、最終23年度決算で、対22年度

比におきまして８万4,218ｔ減ってございま

す。減少の傾向にあるというふうに認識して

ございます。これについては、人口減少、市

民の節水意識、それと家庭における節水型の

機器が汎用されるようになったというような

ところが、主な要因と考えてございます。 

 それとあわせまして、施設利用率、約４割

でしか稼働されてないと、利用されてないと

いうような状況につきましては、当然、議員

おっしゃる形では、このような現状の中では、

その率というのが数字上現れてきております。

そういったところでは、今後の水道事業のあ

り方といたしましては、施設のいわゆる見直

しを行って、コンパクト的な水道施設である

という、将来的にあるべきものやというよう

に考えてございますので、今後の懇話会等で

も議論してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）突然言うて済みません

けども、ピーク時と比べて有収水量、橋本と

高野口、合併前の時代も含めて、ピーク時と

比べてどれぐらいの減少になっているんかと

いうのはわかりますかね、今。わからなかっ

たら、また後日でもいいんですけども、わか

ったら答えていただきたいです。 
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 それと、施設利用率を高めていくためには

コンパクトな施設にしていかなあかんという

ことですが、将来的な話になって、今は、要

するに過剰設備なんですよね。過剰設備をど

うやって減らしていくんかということが課題

なんですが、将来的というのは、水道ビジョ

ンの中でもどない考えている、考えてない。

この過剰な施設のまま行かな仕方ないという、

かなりの期間行かざるを得ないということで

すか。その辺を、つまり、施設利用率を高め

るためにコンパクトにするためには、設備投

資費用があまりにかかり過ぎるので、現状の

施設で行かざるを得ないのか、近々のうちに

コンパクト化というのはできないものなのか

ということをお尋ねしたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）理事。 

○理事（吉田長司君）この施設利用率の基礎

になっているのが、浄水場の能力になってご

ざいます。そこへ高野口の用水の分も入れて

あると思います。それで、ここ５年、６年ほ

ど前が一番、この池がニチイできたときがこ

れ、施設能力が倍になった状況でございます。

そういうことで、平成16、15年頃でしたか、

この半分ということで、施設能力が２万8,000

ほどしかなかったということで、もう超えて

しまう、100％超えるということで、このまま

行ったらということで、ニチメの構造に池が

築造しました。ということで、そのときが施

設能力が倍になりまして、この能力になって

ございます。 

 ということで、そのときからだんだん有収

水量というんですか、配水量そのものが減っ

てきてございます。今言いましたように、節

水型のものが普及していくことがございまし

て、一人当たりの給水量もかなり減っている

という状況がございます。ということで、現

在の水道ビジョンの中に、その浄水場の利活

用ということはうたってございません。とい

うか、これは水を売らなければ、その能力が

上がらないということになってございますの

で、それは企業誘致とか展開した中でもつく

っていくということぐらいしかないと思いま

す。 

 ただ、コストがかからない設備として、水

道ビジョンの中では、橋本市の場合で言いま

したら、城山台ができた関係上、城山台経由

の大きな水のルートがあるわけでございます

けども、これを紀の川右岸系ということで、

側道に最短距離で東から西に流していくよう

な、側道で流していて、隅田地区、それから

古佐田の配水池、それから神野々の配水池、

ゆくゆくは住吉の配水池まで流していくとい

う、最短距離で自然流下で流していって、ポ

ンプ代がかからないような形の改良をやって

いくということがうたってございます。とい

うことで、経費のかからないような形のもの

については、水道ビジョンにうたってござい

ますけども、一つの、毎秒１ｔの余剰水の問

題、それからこの施設能力で水道、水をどな

い売るんかということに関しましては、これ

からのかなり大きな課題というか、議論にな

ろうかと思いますけども、それはうたわれて

ございません。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）上下水道部長。 

○上下水道部長（野上義己君）先ほどの、議

員おただしの、合併時点からの平成23年度決

算との有収水量の比較の数字、ちょっと手元

に資料ございませんので、また後ほどお伝え

します。すいません。 

○議長（井上勝彦君）よろしいですか。後ほ

ど。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、認定第15号 平成23年度橋本市病院事業
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会計決算の認定について 質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております認定第14号と

認定第15号の２件については、平成23年度決

算審査特別委員会に付託いたしたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、認定第14号と認定第15号の２件に

ついては、平成23年度決算審査特別委員会に

付託し、審査することに決しました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時26分 休憩） 

                     

（午前10時46分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、報告いたします。先ほど設置され

ました平成23年度決算審査特別委員会委員長

に松本君、副委員長に堀内君が選出されまし

た。 

 以上で報告を終わります。 
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